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　 LID の LID 配位にお い て ，ペ レ ッ ト人射により急唆な密度勾配がコア領域に形成され，中’己始 度hg　lopmm
’コ
を超

える高密度プラズ マ の 生成・維持 に成功して い る ［1］．この ような S［X：（SuperlknscCore）プラズマ は，尖度の 高い 圧

力分布を持ち，中心ベ ータ値が 5％を越 えることから，有 限ベ
ー

タ効果 による磁 昜構造 の 大きな変化が 予想され ，平
衡 ベ ータ限界との 関係が 重要となる．また，急唆な密度勾配 （n〕B，　lntemal　DtMsien 　BevTier）形成と平衡変化の 関係

につ い て 明らか にす る必要がある．本講演では，SDC プラズ マ におけるMHD 平衡および1恥 モ
ー

ドの 挙動につ い

て報告する．
右図 に，典型的なSDC 放霞（1転 ＝3．75 叫 政 ＝−2．64T｝を示 す、放電初期にペ レ ッ トを連続約に入射 することにより，
中心密度は 4×且eM 　m

’3
以上に嚢贐 し，体積平均ベ ー

タ値および 中心べ 一
タ値は それぞ れ 1．7％ ，5 ％ に達する．シ

ャフラノフシフ トは ，ビ
ー

ム 圧力が強い 低密度領域を除い てほぼ 中心 ベ ータ値とともに生じ．ベ ー
タ値 が最 大となる

1．1秒付近で約 0，35mとなる．プラズ マ 半径は約e．54m で あることか ら，近似的な平衡ベ ータ限界（蜘 广 1／2）を超 え

てい る．一方，通常放 電で得られて い る高べ 一タプラズ マ （体積平均 ベ ータ値 4 ％以 上）で は，シフ トは Na．ff〜0．25
程度である．同転変換分布は ，IDB が形成されるペ レ ット入射後に コ ア部 にて逆シ アが形成きれ，周辺部は低下し，
べ 一タ値の 低下とともに単調増加分布に戻る．愚 ＝3．75m 舳立で は ，磁気井戸領域が ベ ータ値が最穴時 ，　IDB の

境界位 置となる規格tt，J・半fT＃
〕o．7 まで広がっており，急峻な圧 力勾配は磁気井戸内部で形成されて い る．．．方 ，

低nモ
ー

ドは ，LID 配位（プラズマ領域が vaπ く 1）となることか らrnVn ；3／2．413モ ードが支配的に観測されて い る．ペ
レ ッ ト入射時は圧 力勾 配の 急激な変化 により揺鯛 鍍 が大きく変化するが，そ の 後揺動は一旦消滅して い る．これ

は周 辺部回転変換の 低 下により，共鳴面が外部 に移動 したため と  IIされる．回 転変換の 変化 に伴い ，再びモ
ード

が現れて い る．揺動は主に DB 外部にて生 じており，同程度 の ベ ータ値を持 つ 通常放電 と比較して揺動強度は低

い ．磁気井戸 内部で共嶋す る揺動は観測されてい ない ．

［1］N．Ohyabuetal．，Phys．Rev．【孤 ” ．055002 （2006）．
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図　 典型的な SbC 放電
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　IHD 装置で は外 部擾動磁場 コ イル より、閉じ込め磁場 中に真空 中で大きな磁 気島 を作ることが可能であ るu特に、　nfm ＝1A の 大きな磁 気島を持 っ 配位は L［D （」ecal 　lsland＿piverter）実

験の繍 酷 として理 論的・実験的に解析が行われてきた。LI．ID 実験第 9 サイクル 、　LD 実験にお い て コ ア 領域に 内部拡散蹄壁をもっ SDC（Super⊇ense ⊆ore ）プラズ マ が発見され た。
SDC プラズ マ は磁気軸位置が 駄

＝3．7  、γ・1．254の 配位にてもっとも高固生能が観測されてい る。　SDC プラズ マ 形成の物理を理論的
・
実験的に考察するため ．SDC プラズ マ 実験で得ら

れ た実験 デー・タを解析 する上で 、n／m＝Y1 の 磁気 島を持 つ L日 D プラズ マ の M 日 D 平衡解析を彳亅うことは 重要で ある。一方 、　UD 実験 を進めるに当たり、LID 配位の 最適化も重要な課題で

ある。LD 装置の先端が nfm＝1／1の 磁気島の O 点に位置することが望ましい が 、実際 にプラズ マ がある状態で n／m＝レ 1の 磁気島がどのような状態にあるか 分か らない nそこで、凵D 装置

の 位置を変化させながら実験を繰り返すことにより最適な位置を割り出してい る。また、外覯頒動磁場コイル が作る共鳴成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1／w■37S ヨ，・SOkl ≡5毛削hLLD 叩岬「「’「1．醐
分は n ／m＝1／1だけで はなく、nfm ＝lf2 や 2／3 とい っ た他 の低次共鳴 成分が存在し、これらの 共鳴で生成 される低次の 磁

気島が どの ように成長するか は 閉じ込め 配位の 性能に 直接影響する，この ような問題を解決するために 、有限べ 一タ効

果が n ／m ＝t／1の 磁 気島に与える影響、また他の低次の 共鳴（nfm ＝1／2、　n ／m ＝2／3）与える影響を考察し．　nfm ＝IA の 内側

で 決まる実効的な閉じ込め配位の 境界形状の 変化や 磁気島幅の 増減を解析す ることが重要である。
本研究で は人れ 子状の 磁気面を仮定しない 3次元 MHD 平衡計算コードH   ［1］を用い て 、　nfm ＝1／1の 磁気 島を持つ

LHD プラズマ の MHD 平衡解析を行う。　n ／m ＝1／1の ような低次の磁気島の 振る舞い を考察するために 、計算は フル トーラ

ス で 行う．右図 は R。；3．75m、γ・1．254 の 配位にて 、第 9 サイクル に得られた S［｝（：プラズ マ の 典型 的放電 を HINr2 コ
ー

ド

に より再構築した結果で ある 。ピーク ベ ータ値は 約2．ZZ、体積平均 べ 一タ憾 ま約 0．ZZで ある。　LID 装置が挿入 され てい る

ポ ロ イダル 断面にて 、回転変換、規格化圧 力、磁力線の ポワン カレ図を示し彪 回転変換、規柵 匕圧 力図の 横軸はポワン

カレ図に
一

致 幡 （大 半径 R方向）。図によると、n／m ＝V2 の 磁気島が 成長し、その 内側で 圧力の急峻なピ
ー

クが 形成され

る。この 急峻な圧力の t 一
クは大きなシ ャ フラノブ シフ トを生む．一方、n／m＝1／1 の 磁気 島の 0 点 は外側 ヘ

シフ トし、幅が

小 さくな っ たu 講 演では 、この 結果の 詳細な議論に加え、典型的圧カプ ロ ファイル を仮定した揚合の 有限 べ 一タ効果に

対す る n〆m ＝1／1の 磁 気島や 境界形状の 変化を報 告する。

［1］ Y，Suzuki　etal ，卜jucl．　Fusion　46（20D6）L19ト24
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